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本展寛会では、ルネサンス期にイタリアで制作された版画を概観した。　　　　　版画・素描展の常として、本展はどちらかと言うと地味な展示であ
　版画は私たちにとって身近な美術ジャンルのひとつである。一方　　　　ったが、その分、熱心に鑑賞する来館者を多く見かけた：／来館．者ア
でイタリア・ルネサンスの美術もまた、一般にかなり知られていると言　　　　ンケートでも好意的な意見が多く、地味ではあっても他館が開催し
える一しかし、版画の技法が発達し、美術作品としての性格を得る　　　　ないような展覧会を望んでいる、良質な版画ファン、あるいは西美ファ
に至ったのがルネサンス期であったこと、そして当時の画家たちが　　　　ンが存在していることに気づかされた。　　　　　　（渡辺晋輔）
版画に強い興味を示したことは、あまり知られていなかったのではな
いだろうかアントニかポ。ライウ。一。、マンテーニャ、パルミジャニ　［カタ▽乞］
　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集：渡辺凸輔、佐藤直樹
一 ノらは自ら版画を手掛け・ラファエッロやジュリオ・ロマーノ・ティツ　　　　制作：印象社
イアーノらは版画家に自らが描いた素描を渡して、版画によって複製
したこうしたプロセスの中で版画の技法は飛躍的な進歩を遂げ　　　作品輸送゜展示：日本通運
る　そして版画は、当時最先端だったイタリアの美術様式をヨ＿ロッ　　　　会場設営：東京スタデオ
パ中に広める上で、大きな役割を果たしたのである、，西洋美術史上
で版画が有したこのような大切な役割を知っていただくべく、本展
では「ルネサンス美術を広めたニュー・メディア」というサブタイトル
もつけた．t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　exhibition　focused　on　prints　made　in　ltaly　during　the　Renaissance．
　本展はイタリア・ルネサンスの版画のみを取り上げた展覧会として　　　　Today　we　know　P「ints　as　an　easily　accessible　a「t　medium・At　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　same　time，　it　can　be　said　that　Italian　Renaissance　art　is　rather　wellは・我が国では初の・式みであるそのため会場の徽も・時代別」・　k。。wn　am。。g、t・，h，　gene，al　p。bli、．　H。weve，，．it、eem、1ess　w。ll　k。。wn
地域別に作品をまとめるオーソドックスなものとした、まずは「イタリア　　　　that　it　was　during　the　Renaissance　that　the　print　medium　advanced
におけるエングレーヴィングの誕生」と題した部屋で、最初期の銅版　　　technica／ly　and　achieved　a「tistic　status・　to　the　de9「ee　that　the　Painte「s　of
I・i（エングレーヴ・ング）欄・劒表現手段となつてゆくプ・セス　需ご、1蹴e器麟1翻「溜，i潔留鵬1獣ll寵
を追った、次の部屋では、当時印刷産業や本の交易の中心地だっ　　　Rafael，　Guilio　Romano，　Titian　and　others　gave　their　drawings　to
たヴェネツィアで、版画の表現が多様に発展する様を展示した，特　　　　P「intmake「s　fo「「eP「oducti°n　as　P「ints・P「intmakin9　techniques　made
に欄県立近代美礁万fk島美術館よりお借りしたヤーコポ・ 　謙臨：；，欝櫨鴇鼻1、鳴麟黙溜繍論
デ・バルバリの木版画大作《ヴェネツィア鳥鰍図》は、展示iiたいへ　　　their　day，　throughout　Europe．　Thus　prints　can　be　seen　to　have　both
ん効果的であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Played　a　majo「「ole　in　the　histo「y　of　Eu「oPean韻and　constituted　the
展示の後半は、マルカントニオ・ライモンディの作品から始まる．こ　M”8，Y、臨、購瀧諮1盤1畿ille°f　the　exh‘b‘ti°「”恥eNew
こではローマの版画家たちが、いかに盛期ルネサンスの画家たちと　　　　Thls　exhibition　was　the　first　exhibition　consisting　solely　of　ltalian
共同で制作したのかということに焦点を当て、芸術表現を伝えるメデ　　　　Renaissance　P「ints　that　has　been　held　in　JaPan・As　a「esult・the
・アとしての版画の役割に注［1した．コそして最後は、パルミジャニー 　1蚤1臨1、聯翻酬醜ll認驚謝b翻ll畠S砕ll
ノらのエッチングをはじめ、版画の技法が進化していく様を展示した。　　　Birth　of　Engraving　in　ltaly”，　featured　early　period　engravings　that　served
　出品作品のうち大多数は、チューリヒ工科大学版画素描館からお　　　　as　a　means　of　exP「ession　fo「a「tists・　The　next「oom　focused　on　Venice，
借りした．また、国立西1．・・fi　－x！　ati館がこれまでに収集した作品も併せ　麟灘hl、灘。驕謙鵬翻畿翻臨ll芸
て展示できたことは、当館の所蔵品を見直す良いきっかけとなった。　　　peric）d．　The　Jacobo　de’　Barbari　large　woodcut　Bird　’s－Eye　Vieto　of　Venice，
本展のカタログは大部分を日本側が執筆したが、データ部分を充実　　　bo「「owed　f「om　the　Niigata　P「efectu「al　Museum　of　Modem　A「t／The
させたため、今後のルネサンス版画研究1・とって有用な資料となるこ　鵠93識轍aA「t　Museum’　wag．　an　ext「emely　effective　element　in
とだろう、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　latter　half　of　the　exhibition　s．　tarted　with　the　works　of　Marcantonio
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Raimondi, This section focused on how the printmakers of Rome
cooperated in their production with the high Renaissance painters, and
featured the function of prints as a medium for conveying artistic
expression. The final section featured the various forms of print
techniques, such as the etchings created by Parmagianino and others.
  The majority of prints included in this exhibition were borrowed from
The Collection of Prints and Drawings of the ETH CSwiss Federal
Institute of Technology), Zurich. Further, works owned by the NMWA
were displayed aiongside works from Zurich and this allowed a
reconsideration of the works in the NMWA collection. The Japanese
organizers wrote the majority of the catalogue for this exhibition, and in
particular the data section of the catalogue will hopefully become a
useful research tool for future studies in Renaissance prints.
  In general. and this exhibition was no exception. prints and drawing
exhibitions are rather subdued in visual aspect. However, this exhibition
drew a large number of enthusiastic visitors to the museum and many of
the visitor survey responses were positive, These comments mentioned
that the visitors felt that even such visually subdued exhibitions were
important because other museums did not offer them. Exhibitlon staff
came away with the sense that there are museum visitors who are very
interested in both prints and western art. (Shinsuke Watanabe)
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